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（1）

号外

Ｐ
Ｌ
学
園
出
身

セ
ン
ス
抜
群
の
後
藤

北
田
主
将
、
１
部
昇
格
を

置
き
土
産
に
、
引
退

硬式野球部

マ
ウ
ン
ド
上
に 

　

歓
喜
の
輪
が
発
生

　

９
回
裏
２
死
満
塁
。
追
大

の
リ
ー
ド
は
わ
ず
か
に
１

点
。
一
打
逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ
負

け
の
場
面
。
三
塁
側
ベ
ン

チ
、
応
援
団
が
陣
取
る
ア
ル

プ
ス
が
固
唾
を
の
ん
で
見
守

る
中
、
今
西
が
相
手
打
者
を

二
飛
に
打
ち
取
っ
た
。
我
先

に
と
マ
ウ
ン
ド
に
選
手
が
駆

け
寄
る
。
１
部
昇
格
を
意
味

す
る
よ
う
に
、
人
差
し
指
を

天
に
掲
げ
、
喜
び
を
爆
発
さ

せ
る
メ
ン
バ
ー
を
、
小
島
監

督
が
感
無
量
の
表
情
で
見
守

る
。
「
選
手
に
は
初
め
て
の

経
験
で
重
圧
が
あ
る
中
で
よ

く
勝
ち
き
っ
た
。
着
実
に
力

を
付
け
た
と
い
う
こ
と
で

す
」

　

１
部
昇
格
へ
の
道
は
、

長
く
険
し
い
も
の
だ
っ
た
。

１
９
８
７
年
を
最
後

に
、
舞
台
は
２
部
続
き
。
今

年
１
月
の
小
島
監
督
就
任
と

と
も
に
「
勝
者
の
メ
ン
タ
リ

テ
ィ
ー
」
を
植
え
込
ま
れ
た

ナ
イ
ン
は
、
埋
も
れ
て
い
た

潜
在
能
力
を
発
揮
し
た
。
新

監
督
の
下
、
初
挑
戦
と
な
っ

た
春
は
１
位
大
阪
電
気
通
信

　

明
る
い
性
格
で
チ
ー
ム
を

ま
と
め
た
背
番
号
「
１
」、

北
田
主
将
が
１
部
昇
格
を
決

め
た
こ
の
日
、
引
退
を
表
明

　

２
年
生
の
後
藤
が
躍
動
し

た
。
第
２
戦
で
は
４
打
数
３

♠
北
田　

幹
樹
（
き
た
だ
・

も
と
き
）
１
９
９
４
年
７
月
、

兵
庫
・
宝
塚
市
出
身
。
仁
川

学
院
高
校
２
年
か
ら
投
手

に
。
経
営
学
部
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
学
科
３
年
。
１
８
０

㌢
、
76
㌔
。

♠

今
西　

優
一
（
い

ま

に

し
・
ゆ
う
い
ち
）
１
９
９
６

年
２
月
、
兵
庫
県
出
身
。
尼

崎
北
高
。
最
速
１
４
５
㌔
の

真
っ
直
ぐ
を
軸
に
、
カ
ッ
ト

ボ
ー
ル
や
ス
ラ
イ
ダ
ー
で
打

者
を
翻
弄
す
る
。
経
営
学
部

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科
２

年
。
１
７
９
㌢
、
73
㌔
。

♠
後
藤　

亮
太
（
ご
と
う
・

り
ょ
う
た
）
１
９
９
５
年
４

月
、
大
阪
・
東
大
阪
市
出

身
。
小
学
校
４
年
で
野
球
を

始
め
、
Ｐ
Ｌ
学
園
高
校
出

身
。
経
済
学
部
経
済
学
科
２

年
。
１
７
４
㌢
、
73
㌔
。

守
で
１
部
昇
格
に
大
い
に
貢

献
。
シ
ー
ズ
ン
序
盤
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
際
に
語
っ

た
「
母
校
Ｐ
Ｌ
学
園
の
よ
う

に
追
手
門
学
院
大
学
の
名
前

を
全
国
に
知
ら
し
め
た
い
」

と
い
う
思
い
に
一
歩
近
づ
く

１
部
昇
格
と
な
っ
た
。

大
と
勝
ち
点
「
１
」
差
の
２

位
に
躍
進
。
勢
い
そ
の
ま
ま

に
突
入
し
た
秋
、
９
勝
１
敗

と
圧
倒
的
な
強
さ
で
31
季
ぶ

り
13
回
目
の
２
部
東
リ
ー
グ

優
勝
を
飾
っ
た
。
２
部
西
リ

ー
グ
優
勝
の
流
通
科
学
大
と

の
東
西
戦
は
黒
星
ス
タ
ー
ト

か
ら
、
引
き
分
け
を
挟
み
２

連
勝
で
、
入
れ
替
え
戦
へ
の

挑
戦
権
を
獲
得
し
た
。

甲
南
大
と
の

 

　

激
闘
に
終
止
符
を

　

満
を
持
し
て
挑
ん
だ
甲
南

大
と
の
入
れ
替
え
戦
。
初
戦

は
追
大
が
誇
る
３
本
柱
の
１

人
今
西
が
要
所
を
締
め
る
投

球
で
粘
る
が
、
試
合
は
延
長

13
回
裏
で
力
尽
き
た
。
２
死

満
塁
か
ら
、
痛
恨
の
サ
ヨ
ナ

ラ
押
し
出
し
四
球
を
献
上

…
。
１
８
７
球
を
投
げ
抜
い

た
背
番
号
「
20
」
に
、
こ
の

日
、
打
線
の
援
護
は
な
か
っ

た
。

　

崖
っ
ぷ
ち
の
第
２
戦
か
ら

追
大
ナ
イ
ン
の
逆
襲
が
始
ま

っ
た
。
先
発
金
村
が
苦
し
み

初
回
に
２
点
を
失
い
、
な
お

も
２
死
一
、二
塁
の
ピ
ン
チ

め
て
部
員
全

員
で
勝
ち
取

っ
た
１
部
昇
格
で
、
自
分
の

人
生
の
財
産
で
す
」
と
胸
を

張
っ
た
。
追
手
門
学
院
大
学

硬
式
野
球
部
の
歴
史
に
名
を

刻
ん
だ
主
将
は
今
後
、
金
融

業
界
へ
の
就
職
を
叶
え
る
道

を
歩
む
。

安
打
１
打
点
で
「
こ
こ
で
負

け
た
ら
終
わ
り
な
の
で
何
と

か
し
た
か
っ
た
」
と
納
得
の

表
情
。
第
３
戦
で
は
貴
重
な

チ
ー
ム
４
点
目
と
な
る
右
犠

飛
を
放
ち
「
も
う
１
点
が
欲

し
い
場
面
で
最
低
限
の
仕
事

が
で
き
た
」。
１
年
春
か
ら

レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
座
を
摑
み
、

不
動
の
５
番
三
塁
と
し
て
攻

し
た
。「
相
手
に
先
制
を
許

し
て
も
諦
め
な
い
後
輩
た
ち

の
姿
勢
が
頼
も
し
か
っ
た
。

自
分
は
出
場
機
会
に
は
恵
ま

れ
な
か
っ
た
け
ど
、
チ
ー
ム

の
勝
利
に
貢
献
で
き
て
良
か

っ
た
。
こ
の
３
年
間
、
本
当

に
苦
し
く
て
野
球
が
嫌
い
に

な
っ
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、

最
後
に
素
晴
ら
し
い
経
験
が

で
き
た
。
メ
ン
バ
ー
外
も
含

入れ替え戦１回戦、
３回戦で力投した今西

な
お
一
層
の
研
鑽
を

　

硬
式
野
球
部
の
皆
さ

ん
、
阪
神
大
学
野
球
リ
ー

グ
で
の
１
部
昇
格
、
誠
に

つ
に
応
援
し
て
く
れ
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

　

部
員
の
皆
さ
ん
は
達
成

感
に
浸
っ
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
が
、
こ
の
慶
事
に

自
足
す
る
こ
と
な
く
、
目

標
を
更
に
高
く
掲
げ
て
、

気
を
引
き
締
め
て
練
習
に

励
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

１
部
昇
格
は
あ
く
ま
で
も

通
過
点
。
目
標
は
神
宮
で

の
全
国
制
覇
で
あ
る
は
ず

で
す
。
本
気
で
更
な
る
高

み
を
目
指
さ
な
い
限
り
、

現
状
維
持
さ
え
で
き
ま
せ

ん
。
皆
さ
ん
の
一
層
の
練

磨
、
研
鑽
に
期
待
し
て
い

ま
す
。

お
め
で
と
う
。
ま
た
、
あ

り
が
と
う
。
29
年
ぶ
り
の

１
部
復
帰
と
の
こ
と
、
関

係
者
の
喜
び
も

さ
る
こ
と
な
が

ら
、
全
学
の
学

生
、
教
職
員
に

と
っ
て
も
衝
撃

的
な
朗
報
で
し

た
。
来
季
か
ら

の
公
式

戦
に

は
、
大
勢
の
仲

間
が
球
場
に
足

を
運
び
、
心
一

学 

長
　
坂
井 

東
洋
男

　

今
西
の
執
念
が
、
歓
喜
の

輪
を
生
ん
だ
。
サ
ヨ
ナ
ラ
押

し
出
し
を
許
し
た
第
１
戦
は

延
長
13
回
２
死
ま
で
マ
ウ
ン

ド
を
守
り
、
１
８
７
球
を
投

げ
抜
い
た
。
中
１
日
の
第
３

振
の
３
失
点（
自
責
２
）。
最

速
１
４
５
㌔
の
真
っ
直
ぐ
を

武
器
に
魂
の
２
８
５
球
。「
今

日
の
勝
利
で
、
つ
い
に
１
部

の
舞
台
で
戦
え
る
。
追
手
門

学
院
大
学
が
こ
れ
か
ら
ず
っ

と
１
部
リ
ー
グ
に
残
れ
る
よ

う
に
、
ま
ず
は
次
の
春
季
リ

ー
グ
戦
で
も
勝
利
を
積
み
重

ね
た
い
」
と
言
い
切
っ
た
。

平成27年度 阪神大学野球秋季リーグ戦　２部リーグ
【東リーグ勝敗表】平成27年（2015）9月4日（金）～10月4日（日）　

優勝　追手門学院大学（31季ぶり13回目） ※追手門学院大は入れ替え戦出場決定戦進出
順位 大学名 追手門大 桃山大 関外大 摂南大 電通大 経法大 試 勝 敗 分 ポイント 勝率

① 追手門学院大 -
１○０ ５●９ ６○２ ８○３ ３○０

10 ９ １ ０ 27 0.900
５○０ ５○１ ２○０ ８○１ １○０

② 桃 山 学 院 大
０●１

-
５○３ １●２ ３○２ ６○０

10 ７ ３ ０ 21 0.700
０●５ ２○０ ８○４ ６○２ ８○１

③ 関西外国語大
９○５ ３●５

-
９○１ ９○４ ５○１

10 ６ ４ ０ 18 0.600
１●５ ０●２ ７○０ ５●７ 11○７

④ 摂 南 大
２●６ ２○１ １●９

-
４○３ ６○５

10 ４ ６ ０ 12 0.400
０●２ ４●８ ０●７ ３○２ ３●７

⑤ 大阪電気通信大
３●８ ２●３ ４●９ ３●４

-
９○３

10 ２ ８ ０ ６ 0.200
１●８ ６●７ ７○５ ２●３ ０●１

⑥ 大阪経済法科大
０●３ ０●６ １●５ ５●６ ３●９

- 10 ２ ８ ０ ６ 0.200
０●１ １●８ ７●11 ７○３ １○０

※５位、６位は前季順位による

平成27年度 阪神大学野球秋季入れ替え戦出場決定戦
【西リーグ優勝校・流通科学大学（2季連続4回目）と、入れ替え戦出場をかけた試合】　

追手門学院大学が2勝1敗1分で勝利　入れ替え戦出場決定
月日 曜 試合 試合結果 備考

10月12日 月 1回戦

追手門学院大

●１-７○

流通科学大
10月13日 火 2回戦 ▲３-３▲ 延長15回引き分け
10月14日 水 3回戦 ○10-７●
10月15日 木 4回戦 ○４-３● 延長11回

平成27年度 阪神大学野球秋季入れ替え戦【１部６位・甲南大と、１部昇格をかけた試合】　

2勝1敗で勝利　１部昇格　追手門学院大学（57季ぶり）
月日 曜 試合 一塁側 試合結果 三塁側 備考

10月24日 土 1回戦
追手門学院大

●１-２○
甲 南 大

延長13回
10月25日 日 2回戦 ○８-４●
10月26日 月 3回戦 ○４-３●

10月24日（土）　入替戦1回戦
■試合開始11：57　■試合終了 15：03
■試合会場 南港中央
■球審：板橋　一塁：信塚　二塁：小林　三塁：小栗須

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 計
追 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1
甲 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 2

打

順

守

備

氏

名

学

年

打

数

安

打

打

点
1 （中） 中 西 2 6 2 0
2 （左） 田 中 2 3 0 0
- 左 萩 原 2 3 1 0
3 （右） 藤 田 1 6 4 1
4 指 上 野 2 5 1 0
5 （一） 上 村 2 5 0 0
6 （二） 岡 崎 2 4 1 0
7 （三） 井 上 1 1 0 0
- 三 竹 上 2 4 0 0
- 三 濱 田 1 1 0 0
8 （捕） 森 3 4 0 0
9 （遊） 太 田 3 4 0 0

振 球 犠 併 残 打 安 点

合計 10 6 0 1 12 46 9 1

投

手

学

年

回

数

球

数

打
者
数

被
安
打

奪
三
振

四
死
球

失

点

自
責
点

今西 2 12⅔18750 5 3 8 2 2

敗：今西（１敗）
二塁打：萩原、岡崎
盗塁：太田　失策：井上
暴投：今西

追手門学院大学

打

順

守

備

氏

名

学

年

打

数

安

打

打

点
1 （中） 岩 崎 3 4 0 0
2 （右） 吉 岡 2 2 0 0
- 右 村 上 2 1 0 0
- 打 中谷圭 3 1 0 0
- 右 中谷有 2 0 0 0
3 （二） 渋 村 3 5 0 0
4 指 小 池 3 5 0 0
5 （左） 西 村 2 4 1 1
6 （一） 今 村 2 4 0 0
7 （捕） 石 岡 2 5 0 0
8 （三） 村 林 3 5 2 0
9 （遊） 別 井 2 4 2 1

振 球 犠 併 残 打 安 点

合計 3 8 2 1 10 40 5 2

投

手

学

年

回

数

球

数

打
者
数

被
安
打

奪
三
振

四
死
球

失

点

自
責
点

玉井 3 1318852 9 10 6 1 1

勝：玉井（１勝）
二塁打：別井　盗塁：別井
暴投：玉井

甲南大学

打

順

守

備

氏

名

学

年

打

数

安

打

打

点
1 （三） 一 村 林 3 2 0 0
- 打 内 山 2 0 0 0
2 （右） 吉 岡 2 4 1 0
3 （二） 渋 村 3 3 1 1
4 指 小 池 3 3 0 0
- 打 指 野 村 1 1 0 1
5 （左） 中 西 村 2 5 3 1
6 （一） 遊 今 村 2 4 0 0
7 （遊） 別 井 2 1 0 0
- 打 三 毛 利 3 1 0 1
8 （捕） 石 岡 2 4 1 0
9 （中） 岩 崎 3 1 0 0
- 打 左 中谷有 2 2 1 0

振 球 犠 併 残 打 安 点

合計 10 8 2 0 10 31 7 4

投

手

学

年

回

数

球

数

打
者
数

被
安
打

奪
三
振

四
死
球

失

点

自
責
点

中村 1 4⅓8424 8 1 3 6 6
小野 3 1 19 5 2 0 1 0 0
長島 2 1⅓34 7 1 1 3 2 2
金田 2 1⅓23 5 1 3 0 0 0
計 8 1604112 5 7 8 8

敗：中村（１敗）
盗塁：西村、吉岡、村林
失策：西村

甲南大学

投

手

学

年

回

数

球

数

打
者
数

被
安
打

奪
三
振

四
死
球

失

点

自
責
点

金村 2 ⅔ 26 5 2 1 2 2 1
松林 2 8⅓13936 5 9 6 2 1
計 9 16541 7 10 8 4 2

打

順

守

備

氏

名

学

年

打

数

安

打

打

点
1 （中） 中 西 2 5 2 1
2 （左） 萩 原 2 5 3 0
- 左 権 田 1 - - -
3 （右） 藤 田 1 5 1 0
4 指 上 野 2 3 0 0
5 （三） 後 藤 2 4 3 1
6 （二） 岡 崎 2 3 3 2
- 二 濱 田 1 - - -
7 （一） 上 村 2 2 0 2
8 （捕） 森 3 1 0 2
9 （遊） 太 田 3 3 0 0

振 球 犠 併 残 打 安 点

合計 5 7 3 0 9 31 12 8

勝：松林（１勝）　
二塁打：岡崎、萩原
盗塁：後藤、上村
失策：太田　暴投：松林
捕逸：森

追手門学院大学

10月25日（日）　入替戦2回戦
■試合開始12：01　■試合終了14：55
■試合会場 舞洲ベースボールスタジアム
■球審：三浦　一塁：鍜治　二塁：五味多　三塁：田中

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

甲 2 0 0 0 0 0 0 1 1 4
追 0 1 0 1 4 0 2 0 × 8

10月26日（月）　入替戦3回戦
■試合開始 11：56　■試合終了 14：14
■試合会場 南港中央野球場
■球審：田村正 　一塁：濱口　二塁：和田　三塁：川瀬

1 2 3 4 5 6 7 8 9 合計
追 1 0 0 0 3 0 0 0 0 4
甲 2 0 0 0 0 0 0 1 0 3

打

順

守

備

氏

名

学

年

打

数

安

打

打

点
1 （中） 岩 崎 3 3 0 0
- 打 中谷有 2 0 0 0
- 走 清 水 2 - - -
- 中 左 住 江 1 - - -
- 打 毛 利 3 1 0 0
2 （右）左 吉 岡 2 2 1 0
- 右 村 上 2 - - -
- 打 左 國 米 2 1 0 0
- 中 内 山 2 - - -
3 （左）右左右西 村 2 4 1 0
4 （二） 渋 村 3 3 0 0
5 指 中谷圭 3 4 1 2
6 （一） 今 村 2 3 1 0
7 （捕） 石 岡 2 3 0 0
8 （遊） 別 井 2 3 0 0
9 （三） 村 林 3 3 0 0

振 球 犠 併 残 打 安 点

合計 8 6 1 0 7 30 4 2

投

手

学

年

回

数

球

数

打
者
数

被
安
打

奪
三
振

四
死
球

失

点

自
責
点

玉井 3 9 13241 8 6 5 4 3

負：玉井（１勝１敗）
盗塁：吉岡、西村、清水、
今村　失策：玉井

甲南大学

投

手

学

年

回

数

球

数

打
者
数

被
安
打

奪
三
振

四
死
球

失

点

自
責
点

碇 2 3 54 13 2 1 2 2 2
今西 2 6 98 24 2 7 4 1 0
計 9 15237 4 8 6 3 2

打

順

守

備

氏

名

学

年

打

数

安

打

打

点
1 （中） 中 西 2 5 2 0
2 （左） 萩 原 2 3 2 1
3 （右） 藤 田 1 3 2 1
4 指 上 野 2 5 1 1
5 （三） 後 藤 2 3 0 1
6 （二） 岡 崎 2 3 0 0
7 （一） 上 村 2 3 0 0
8 （捕） 森 3 4 1 0
9 （遊） 太 田 3 3 0 0

振 球 犠 併 残 打 安 点

合計 6 5 4 0 10 32 8 4

勝：今西（１勝１敗）
三塁打：中西　暴投：碇
捕逸：森②

追手門学院大学

戦
は
、
１—

２
の
４
回
裏
か

ら
登
板
す
る
と
、
直
後
の
５

回
表
に
打
線
の
３
点
援
護
に

よ
り
１
部
昇
格
を
決
め
る
勝

利
投
手
に
な
っ
た
。
２
試
合

計
18
回
⅔
を
７
安
打
10
奪
三

で
、
小
島
監
督
は
迷
わ
ず
松

林
を
投
入
。
松
林
が
後
続
を

打
ち
取
り
、
そ
の
後
も
決
め

球
の
速
い
カ
ー
ブ
で
三
振
の

山
を
築
く
と
、
打
線
も
奮
起

し
鮮
や
か
な
８—

４
逆
転
勝

利
。「
明
日
へ
の
希
望
を
つ

な
ぐ
役
目
を
果
た
せ
ま
し
た
」

と
松
林
。

　

両
チ
ー
ム
一
歩
も
譲
れ
な

い
第
３
戦
、
小
島
監
督
は
碇

を
先
発
に
指
名
。
予
定
通
り

の
３
回
を
２
失
点
に
抑
え
試

合
を
作
る
と
、
中
１
日
登
板

の
２
番
手
今
西
が
「
疲
れ
は

大
丈
夫
。
そ
ん
な
こ
と
は
言

っ
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
」
と
最

速
１
４
５
㌔
の
速
球
で
相
手

打
線
を
ね
じ
伏
せ
る
気
合
の

投
球
に
、
打
線
が
応
え
た
。

藤
田
、
上
野
の
連
続
適
時

打
、
続
く
後
藤
の
右
犠
飛
で

３
点
を
奪
い
勝
ち
越
し
に
成

１部昇格への道!

入
れ
替
え
戦
２
試
合
で
２
８
５
球
!

M
V
P
級
の
活
躍

今
西

２年

2015年 阪神大学野球
秋季リーグ戦（２部）～

功
。
甲
南
大
の
終
盤
の
猛
追

に
耐
え
、
総
力
戦
で
入
れ
替

え
戦
を
制
し
た
。

　

南
港
中
央
野
球
場
マ
ウ
ン

ド
に
自
然
発
生
し
た
歓
喜
の

輪
。
歴
史
に
名
を
刻
ん
だ
追

大
ナ
イ
ン
に
、
ス
タ
ン
ド
か

ら
は
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送

ら
れ
た
。
最
終
目
標
は
神
宮

で
の
全
国
制
覇
。
束
の
間
の

休
息
を
経
て
、
更
な
る
高
み

へ
と
突
き
進
む
。

1回戦 南港中央 12:00追手門学院大●１-２○甲南大
2回戦 舞洲 12:00追手門学院大○８-４●甲南大
3回戦 南港中央 12:00追手門学院大○４-３●甲南大

1回戦 南港中央 12:00甲南大 ○２-１●追手門学院大
2回戦 舞洲 12:00追手門学院大○８-４●甲南大
3回戦 南港中央 12:00甲南大 ●３-４○追手門学院大

快挙達成！
29
年
ぶ
り

逆
転
劇

１部
追大ナイン

試
合
を
決
め
た
!

5
回
表
、怒
濤
の

入
替
戦
3
回
戦

１死満塁のチャンスに３番藤田がタイムリーヒット

続く４番上野もタイムリーヒット ５番後藤が犠牲フライ

萩原が生還し、５回一挙３得点

格
昇
だ
!

追手門学院大学 2 勝 1 敗
甲南大学 1 勝 2 敗

●入替戦３試合の結果

阪
神
大
学
野
球
リ
ー
グ

おめでとう!

　

追
手
門
学
院
大
学
硬
式
野
球
部
が
快
挙

を
達
成
し
た
。
甲
南
大
と
の
入
れ
替
え
戦

を
大
逆
転
勝
利
で
制
し
、
来
春
か
ら
阪
神

大
学
野
球
リ
ー
グ
１
部
に
29
年
ぶ
り
に
昇

格
。
１
月
に
就
任
し
た
元
プ
ロ
野
球
選
手

の
小
島
監
督
率
い
る
追
大
ナ
イ
ン
が
、
活

躍
の
舞
台
を
１
部
に
移
す
。
目
標
の
全
国

制
覇
へ
、
今
秋
、
大
き
く
前
進
し
た
。
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１
月
の
就
任
か
ら
春
の
初

挑
戦
、
そ
し
て
１
部
昇
格
の

秋
。
季
節
の
移
ろ
い
は
〝
小

島
イ
ズ
ム
〟
を
浸
透
さ
せ

た
。
硬
式
野
球
部
の
第
一
印

象
は
「
能
力
あ
る
選
手
は
多

い
が
、
野
球
へ
の
真
摯
な
姿

勢
は
見
ら
れ
な
い
」。
野
球

を
通
じ
て
何
が
し
た
い
の

か
。
技
術
指
導
で
は
な
く
個

人
面
談
か
ら
、
小
島
の
挑
戦

は
始
ま
っ
た
。
人
脈
を
活
か

し
、
文
字
通
り
野
球
で
生
活

す
る
人
物
と
接
す
る
機
会
を

設
け
、
選
手
の
意
識
改
革
を

図
っ
た
。

　

結
果
は
春
に
い
き
な
り
現

れ
た
。
優
勝
し
た
大
阪
電
気

通
信
大
と
の
勝
ち
点
「
１
」

差
の
２
位
。
優
勝
も
視
野
に

入
っ
た
状
況
に
も
、
冷
静
だ

っ
た
。「
お
叱
り
を
受
け
る

氏名 経歴

部　　長 小畑　力人 立命館大学

監　　督 小島　弘務
平安高校 - 駒澤大学 - 住友金属 - 中日 

- ロッテ

コ ー チ 溝口　　葵 綾羽高校 - 名古屋産業大学

学生 
コーチ

塩飽　拓真 旭川西高校

主　　将 北田　幹樹 仁川学院高校

主　　務 西田　　航 福井工大福井高校

守備位置 氏名 学年 学部 投・打 身長/体重 出身高校

投手

北田　幹樹 ３年 経営 右 ・ 右 180 / 76 仁川学院

小寺　裕貴 ３年 経済 右 ・ 右 180 / 70 星翔

谷　　陽択 ３年 経済 右 ・ 右 189 / 89 水口

新井　孝祐 ２年 経済 左 ・ 左 178 / 81 桃山

碇　慎一郎 ２年 経営 左 ・ 左 171 / 66 滝川第二

今西　優一 ２年 経営 右 ・ 右 179 / 73 尼崎北

金村　侑樹 ２年 経済 右 ・ 左 179 / 76 天理

西田　　航 ２年 経済 左 ・ 左 173 / 73 福井工大福井

檜垣　雄大 ２年 経済 右 ・ 右 178 / 76 東宇治

松林　勇志 ２年 経済 左 ・ 左 183 / 77 智辯学園

荒木　大地 １年 経済 右 ・ 右 170 / 60 山城

石賀　健太 １年 経営 右 ・ 左 172 / 72 岡山理大附属

稲治　大河 １年 経済 左 ・ 左 190 / 78 大商学園

井上　優介 １年 経済 右 ・ 右 175 / 67 観音寺中央 

下園　勇介 １年 経済 左 ・ 左 176 / 70 大冠

谷脇　大梧 １年 経済 右 ・ 右 180 / 71 高知

中井　聖人 １年 社会 右 ・ 右 176 / 74 東海大仰星

松本　充央 １年 国際教養 右 ・ 右 174 / 64 金光大阪

捕手

進藤　剛成 ３年 経営 右 ・ 右 170 / 66 箕面東

森　慎太郎 ３年 経営 右 ・ 右 182 / 78 此花学院

尾前　裕介 ２年 経営 右 ・ 右 187 / 83 滋賀学園

藤本　剛次 ２年 国際教養 右 ・ 左 174 / 75 育英

芝山　慶太 １年 経営 右 ・ 左 171 / 72 那賀

内野手

太田　雅樹 ３年 経済 右 ・ 左 164 / 54 太成学院

岡崎　壮太 ２年 経済 右 ・ 右 183 / 78 興譲館

岡山　准也 ２年 経営 右 ・ 右 173 / 68 滋賀学園

角石　祐也 ２年 経済 右 ・ 右 175 / 79 京都外大西

後藤　亮太 ２年 経済 右 ・ 右 174 / 73 PL学園

竹上裕一郎 ２年 経営 右 ・ 左 179 / 81 滝川第二

福田　翔太 ２年 経済 右 ・ 右 172 / 63 神戸北

中橋　陽輝 ２年 経営 右 ・ 右 165 / 73 柳ヶ浦

飯塚　佑太 １年 経営 右 ・ 右 180 / 85 追手門学院

井上　泰輔 １年 経営 右 ・ 右 165 / 72 敦賀気比

岡本　幸希 １年 経営 右 ・ 左 173 / 68 光泉

小島　大聖 １年 経済 右 ・ 右 180 / 80 波佐見

高田　将成 １年 経営 右 ・ 右 171 / 60 金光大阪

濱田　優斗 １年 経済 右 ・ 左 168 / 58 神戸北

福島　雅史 １年 地域創造 右 ・ 右 169 / 65 飛龍

樋口遼太郎 １年 経済 右 ・ 左 165 / 60 波佐見

外野手

上野　弘貴 ２年 経営 左 ・ 左 183 / 79 箕島

上村　　輝 ２年 経済 左 ・ 左 174 / 83 履正社

神代　友幸 ２年 経営 右 ・ 右 173 / 75 関西

田中駿一郎 ２年 経済 右 ・ 右 174 / 73 香川西

中西　悠人 ２年 経営 右 ・ 左 179 / 68 敦賀気比

中野　智敬 ２年 経営 左 ・ 左 173 / 69 滝川第二

萩原　祥太 ２年 経営 右 ・ 右 174 / 77 滋賀学園

福田　　仁 ２年 国際教養 右 ・ 右 174 / 73 北海道栄

楠本　　悠 １年 経営 右 ・ 左 167 / 68 早稲田摂陵

權田　和輝 １年 経済 右 ・ 右 170 / 65 香川西

髙森　建多 １年 経済 右 ・ 左 175 / 70 大阪

花岡　雄一 １年 経営 右 ・ 右 182 / 77 京都学園

藤田　大成 １年 経済 右 ・ 右 190 / 90 福知山成美

松本　一樹 １年 国際教養 右 ・ 右 173 / 70 クラーク大阪

学生 
コーチ

塩飽　拓真 １年 経営 旭川西

マネー 
ジャー

上青木麻友 １年 国際教養 香里丘

内海　　彩 １年 地域創造 宝塚

学生 
委員

井上　雅之 ４年 経営 八幡商業

野球と真摯に向き合った追手門学院大学 硬式野球部

か
も
し
れ
な
い
が
、
春
に
１

部
昇
格
を
果
た
し
て
い
て

も
、
秋
に
は
惨
敗
し
て
２
部

に
降
格
す
る
可
能
性
が
高
か

っ
た
」
。
春
は
選
手
の
見
極

め
期
、
秋
を
収
穫
期
と
決
め

て
い
た
。

　

甲
南
大
と
の
入
れ
替
え
戦

３
連
戦
に
〝
小
島
イ
ズ
ム

〟
が
凝
縮
さ
れ
て
い
た
。
１

年
春
か
ら
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
君

臨
す
る
「
５
番
三
塁
」
後
藤

を
、
悲
願
達
成
が
か
か
る
大

事
な
初
戦
で
外
し
た
。
理
由

は
、
本
人
の
遅
刻
。
野
球
を

通
じ
て
、
立
派
な
人
間
に
成

長
し
て
ほ
し
い
か
ら
こ
そ
、

目
先
の
勝
負
よ
り
、
特
別

扱
い
を
せ
ず
に
後
藤
の
成

長
を
優
先
し
た
。
後
藤
は

「
１
０
０
％
自
分
が
悪
い
で

す
。
出
場
機
会
を
頂
け
る
な

ら
、
チ
ー
ム
プ
レ
ー
に
徹
し

た
い
」
と
第
２
戦
、
第
３
戦

で
大
活
躍
し
、
監
督
の
期
待

に
応
え
た
。

　

采
配
も
ズ
バ
リ
的
中
し

た
。
崖
っ
ぷ
ち
の
第
２
戦
。

先
発
金
村
が
初
回
に
２
失
点

す
る
と
、
迷
わ
ず
松
林
を
投

入
し
て
流
れ
を
引
き
寄
せ
、

逆
転
勝
利
で
１
勝
１
敗
に
戻

し
た
。
そ
し
て
元
プ
ロ
投
手

出
身
の
真
骨
頂
は
第
３
戦

だ
。
１
点
リ
ー
ド
で
迎
え
た

９
回
裏
１
死
一
塁
。
相
手
打

者
の
平
凡
な
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー

後
方
フ
ァ
ウ
ル
ゾ
ー
ン
へ
の

３回戦９回裏、バッテリーに話しかける小島監督。

飛
球
を
、
捕
手
が
目
測
を
誤

り
捕
れ
ず
。
そ
の
瞬
間
、
小

島
は
ゆ
っ
く
り
と
マ
ウ
ン
ド

に
歩
み
、
今
西
に
囁
い
た
。

試
合
後
に
、
あ
の
場
面
で
ど

ん
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
く
っ

た
の
か
と
尋
ね
る
と
「
話

の
内
容
は
い
い
で
し
ょ
う

（
笑
）
。
た
だ
投
手
と
し
て

は
、
『
よ
し
ア
ウ
ト
だ
』
と

思
う
中
で
、
ア
ウ
ト
に
な
ら

な
い
と
心
理
的
に
大
き
く
影

響
す
る
。
野
手
陣
は
そ
こ
ま

で
考
え
な
い
が
、
あ
え
て
間

を
置
こ
う
と
ね
」
と
明
か
し

た
。

　

途
中
降
板
の
投
手
に
は
、

試
合
後
に
的
確
な
助
言
を
、

野
手
陣
に
は
〝
挑
戦
者
の
姿

勢
〟
を
叩
き
込
む
。
入
れ
替

え
戦
３
試
合
で
失
策
は
「
２
」

と
記
録
上
は
悪
く
な
い
。
だ

が
小
島
は
語
気
を
強
め
る
。

「
次
の
塁
を
狙
う
姿
勢
、
狭

殺
プ
レ
ー
、
相
手
走
者
へ
の

無
警
戒
な
ど
記
録
に
残
ら
な

い
ミ
ス
が
多
い
。
１
部
で
戦

う
た
め
に
も
、
ゼ
ロ
か
ら
鍛

え
直
し
て
い
く
。
投
手
陣
は

計
算
で
き
る
。
全
体
を
底
上

げ
し
、
１
部
で
通
用
す
る
チ

ー
ム
に
し
て
い
く
」

　

１
部
昇
格
劇
の
裏
に
は
、

野
球
を
、
選
手
心
理
を
知
り

尽
く
し
た
小
島
の
存
在
が
あ

っ
た
。

秋
に
成
果

小
島
イ
ズ
ム
で
意
識
改
革

就 任
１年目

日本電信電話会社（NTT）株が
新規上場。財テクブームにの
り１株160万円の初値がつく
フィーバー

誘拐された三井物産マニラ支
店の若王子支店長、無事生還

国鉄を11の新会社に分割・民
営化した。新生JRがスタート

当時のスクールバス

最後に１部で勝った当時のメンバー

どんな時代
だったのか

最後に１部リーグに所属した
１９８７年は

1月 2月 3月 4月 5月 6月 8月 9月 10月 11月 12月

2.10
4.1

3.31

10.12

中曽根総裁裁定の
竹下新政権が発足

11.6
尾崎豊さんが覚醒剤
取締法違反の容疑で
逮捕

12.22

南アフリカ航空機墜落、
邦人47人絶望

11.28

利根川進教授が
ノーベル医学・生理学賞を受賞

10.19-20
株価が世界的に大暴落

天皇陛下が腸の手術10.7

7月

7.17
石原裕次郎さん、
肝細胞ガンのため死去10

大
ニ
ュ
ー
ス

　1987年、前年まで２年間２部でプレーし、２部優勝後の入れ替え戦でも敗退が続いていた
が、春の入れ替え戦で１部リーグに返り咲いた。しかし、部員不足やエースの故障でその年
の秋には再び２部に転落。以来長きにわたって野球部は阪神大学野球リーグ２部でプレーし、
１部昇格は悲願となっていた。

1987年

スクールバスは
新旧入れ替えの

時期

1987年当時のキャンパスの風景。さくら径や５号館はまだ無く、
グラウンドや駐車場の配置も現在とは大きく異なる。

当時の追手門学院大学は─

当時の
日本は─

新型

旧型

阪神大学野球２部東リーグ
個人表彰

賞 氏　名
最優秀選手賞

小寺 裕貴
最優秀投手賞

ベストナイン

三塁手 後藤 亮太
遊撃手 太田 雅樹
外野手 中西 悠人
指名打者 上野 弘貴

　

元
プ
ロ
野
球
投
手
出
身
の
小
島
弘
務
監
督

が
、
就
任
１
年
目
に
し
て
硬
式
野
球
部
を
29

年
ぶ
り
と
な
る
阪
神
大
学
野
球
リ
ー
グ
戦
１

部
昇
格（
２
０
１
６
年
春
季
か
ら
）へ
と
導
い

た
。
選
手
の
人
間
的
成
長
を
重
視
し
た
取
り

組
み
と
、
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
的
確
な
采

配
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
信
じ
て
真
摯
に
野
球

と
向
き
合
っ
た
選
手
達
の
成
長
が
チ
ー
ム
を

常
勝
集
団
へ
と
変
え
た
。
１
９
８
７
年
当
時

の
追
手
門
学
院
大
学
の
様
子
と
、
国
内
10
大

ニ
ュ
ー
ス
を
交
え
て
、
29
年
と
い
う
歳
月
に

思
い
を
馳
せ
る
。

１
９
８
７
年
以
来
の

１
部
昇
格
劇
を

呼
び
込
ん
だ
！

選
手
達
の
成
長
が

２回戦開始前、選手に檄を飛ばす小島監督


